ユニバーサルデザインの挑戦～自立・共生・環境を拓くデザインの可能性～
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◆はじめに
今日のタイトルは、ユニバーサルデザインの挑戦～自立・共生・環境を拓くデザインの可能性～です。
私たちが普通に暮らしていくときに、どうなっていなければならないかと考えたとき、「自立」・「共生」・「環境」がキーワードになるということです。
今日は主にユニバーサルデザインというキーワードを基本に話します。
「ユニバーサルデザインとはいったい何なのか」、「今どこまで進んでいるのか」「製品や住まい、建物やまちづくりではどんな状況か」を紹介します。
◆ユニバーサルデザインとは？
ユニバーサルデザインとは何か。それは「すべての人を念頭に考える」ということです。

これが特に問題となって、未だ解決できないのは、高齢化の衝撃が強いからです。

ものや仕組みをデザインするとは、人に使ってもらう、または住みやすいようにするということです。本来、ユーザー中心が基本になっているはずですが、気がつくときちんと対応できていない人がたくさん存在します。
切り捨てられた人は誰なのか。そのことを見直す必要があると主張するのにユニバーサルデザインという言葉が使われているということです。

では、実際にどうすればいいか。出来ている事例と出来ていない事例を見比べれば、「こうすればいいのかな」ということが分かってきます。
しかし、分かることと実際にすることの間にはかなりギャップがあって、これをどうやって埋めていくかという問題が存在します。
そのギャップを埋めなければならないと強く理解してもらわないと駄目で、それを主張するのが私などの役割だと思います。
ここに９つの絵があります。いろんな場面で誰にでも使いやすいことを意識して作られたものです。
小さなものでは水道の蛇口から、大きいものは神社の参道まで。
東京都港区の愛宕山神社には、階段があります。「男坂」「女坂」と呼ばれていて、現代に作られたものではありません。
大昔から神社は岡の上にあって、人が参拝するために使われてきたものです。
左側の「男坂」の方は、非常に蹴上げが大きい。たぶん30センチ近い階段になっていて、勾配も急です。途中に踊り場はなく、一直線に上がるわけです。
昨日歩いて、「これくらいのペースで大丈夫だろう」と思って登りだしたら、最後は息がきれました。かなりペースが落ちそうになったのをこらえて登りました。
右側の「女坂」はもっと緩やかで、勾配でいうと30度を切っている位の坂だと思います。「女坂」と言う理由は、着物を着た女性が辛うじて登れるからです。実はユニバーサルデザインの考え方が昔からあったということです。登れない人がいる。だから、それに対応できるようにしようということです。

しかし、こういう考え方が、いつの間にか飛んでしまっていた。

これがユニバーサルデザインをわざわざ主張しなければならない理由です。
◆21世紀とはどのような時代か？
20世紀の終わりにかけて、21世紀は国際化、高齢化、情報化、地球環境の世紀であると言われてきました。

言葉で表されるような内容が進むこと、あるいは問題が深刻になることを意味します。
そのうち、高齢化、情報化、地球環境が、本日のテーマの中心です。

写真で主に出てくるのは、高齢化に連動しています。
国際化といっても、写真の中ではあまり示すものは出てきていません。

簡単に言えば、周りに色々な国から来た人が働いている、いろんな人と出会うねということになります。
端的に分かるのは、空港や鉄道の案内表示です。昔は漢字と仮名で書けば済みましたが、いつの間にかそこに英語が入っている。

駅名だけなら、漢字、ひらがな、アルファベットで済みます。でも、もう少し説明が必要な内容になると、実は英語だけでない言葉が記載されるようになりました。
特に九州ですと、中国語とハングルが書かれる場面が結構あります。これが北海道だとロシア語が書かれているというのが、ごく当たり前に見られる。
私の大学がある浜松には、自動車産業、スズキ、ホンダの工場があります。特にスズキは本社ですが、そこに日系ブラジル人がたくさん出稼ぎに来ている。３％近いのかな。結果として、ポルトガル語標記がたくさんあります。
なるほどと思ったのは、病院に行ったとき。総合病院に行ったら、案内表示はポルトガル語で書かれている。

「○○先生がいつといつは休診になりました。」ということがポルトガル語で書かれていました。
実はそういう時代になっています。その意味で国際化という現象が押し寄せているということです。
これは病院だけではなく、浜松や静岡県だけではありません。

公営住宅に、日系ブラジル人やペルー人も入居するようになりました。

昔は入居できなかったのだろうと思うのですが、最近は日本に居住して１年以上経つと、入居資格ができるといった風に変わってきているようです。
◆自立・共生・環境とユニバーサルデザイン
・自立と自律～切り捨てられたのは誰か？～
はじめに自立という言葉を考えてみます。

自立か自律か。漢字で書いている。自分で立つという言葉と、自分で律するという言葉、両方の標記の仕方がある。

自立とは、自分で他人の手助けを借りずにものごとができること、というニュアンス。そうすると、自分でしなければ自立していないという考え方になる。

でも、本当にそうなのか？ちょっと考えますと、自分で律するというもう一つの漢字の組み合わせが思い浮かぶわけです。

自律とは、やりたいことを自分で決めて、人の手を借りても、そのようにできるように手配すること。要するに、これが欲しい、あれが欲しいと考えるときに、自分の意思・希望を通すことが確保されている場合、自律と表す。自分でできないから何らかの方法で貫徹できれば、「自律」と表現できます。自分ではどうしようもない、人の手助けやアシストをもらうけど、自分の意思を通すやり方でできればいいじゃないかという考え方。
この２つの考え方の間には本質的な違いがある。
「私がやりたいようにさせてくれ」、「わかりました」と言えるかどうか。

いずれにせよ、色んな仕組みとか機械があれば、自分でできると考えれば「自分で立つ」ですし、自分の意思を通せるように、みんなが納得して対応してくれるのであれば「自分で律する」です。
意思を通したいというとき、それができなかったのは一体誰か？頼らざるを得なかったのは誰だったかと考えます。実は障害者と高齢者だったと思い浮かびます。

人の手助けを借らざるを得ないカテゴリーでいうと、「子ども」も思い浮びますが、ある時期までは、当面はアシストしてもらわなくてはならない。それまでは親とやりとりをして、おとなしく言うことを聞くということだと思います。
大人に近くなってくると、自分のやりたい通りにできているかが問題になるわけです。そういう意味で高齢者や障害者は切り捨てられてきた部分が多かったのではないか。
高齢者は長老だったのか、それとも姥捨てだったのか、しばらく前のことを考えると、実は両方があい混じったところがある。
「高齢者が長老だった」ということは、高齢者が持っていた知恵や遭遇してきた経験が若い世代に役に立つということ。
高齢者の割合が相対的に少なく、若い世代とのギブアンドテイクが成立していた時代は「長老」として敬われることがすんなりと収まる。
逆に、その割合が増えてくると、必ずしもそうではなくなってきているのではないか。そこをどう軟着陸させるかが問題。
状況が非常に悪いとき、例えば飢饉のときは弱い者から先に死にます。高齢者は私の役目は終わったと自ら期することもあったでしょう。長老の意向がどうであろうと切り捨てたこともあろうと思います。いずれにせよ、そういうことは非常時にはあったということです。
・共生～違うからといって排除しない～
もう一つの共生という言葉ですが、誰と誰との共生か。

男と女、男女共同参画社会というキーワードにもなっていますが、基本的には男と女の両方がいなければこの社会は成立しない。

クローンで出来るとか、片方だけでできる、という科学の力を無理やり変えれば色々できます。しかし、多様性を確保するには、男と女という組み合わせが重要ということは納得できると思います。
様々な国の人が色々な場所で混じって暮らすというのがもう一つの共生。国際化というのは、共生というキーワードのひとつの現れです。
また、様々な能力の人が存在する。お互いに同じ社会の人間として助け合って暮らしていくというのも共生です。この場合には、多様性を認める、ということになります。それに応じて起こることに対応することになります。漢字・仮名だけでは駄目だというときに、英語や頻繁に訪れる人の国の言葉が入ってくるのが多様性に対応することのひとつの現われです。

共生で一番重要なのは「違うからといって排除しない」ことに尽きます。
ある程度ほぼ似ているというのは、多数は同じところにいて、離れたところにごく少数がいる感じ。グループの中で大多数が同じ属性を持っているという意味合いですが、必ずしもそうではなかったし、今はもっと多様性が出てきています。
・地球環境とユニバーサルデザイン

地球環境の問題は、ここ数十年色々と言われるようになった。
一番重要なのは、地球はいくら汚しても大丈夫なのか、資源はいくら使っても尽きないのかということ。
1970年前後に、「成長の限界」という本が出ました。そのときには、資源がいずれ尽きる。その限界にまもなく達すると言われたわけですが、予測よりは資源があるという結果になった。
しかし、無限になったわけではなくて、単に限界を達する時間や人口規模が予測よりは大きくなったということだけです。使い続けてしまえば、いずれは限界が来る。成長の限界の中で、石油がいずれ枯渇するという見方がされていますが、地球の中すべてが石油ではないので、いずれはなくなる。それまでの期間がどのくらいあるか。非常に安く手に入れられる部分がどんどん使われていて、もっとコストをかけないと取れない部分にどんどん食い込んでいるわけです。
結局どうなるかと言えば、取るために使うエネルギーが取り出すエネルギーよりも大きくなった時点で、終わりになるわけです。段々、そこに近くなっているかもしれない。

エネルギーを採る費用が高くなったら、それに付ける値段、値札を高くすればいい。だから10ドルで手に入ったものを20ドルにする、50ドルにするというようにしていけば、その分の取る費用を取り戻せます。但し、10ドルだったものが1,000ドルでも引き合うかとなったら、それはならない。だからある段階で限界に達するということになるわけです。

江戸時代は、鎖国と表現されています。

実際には鎖国といっても完全に閉じていたわけではないと指摘されますが、ほとんどやり取りがなかったとは言えると思います。
要するに、今みたいに貿易でものを売って、いろんなものをやり取りしていたわけではないので、ほとんど半ば閉じられていたに近いわけです。
当時の人口がおよそ3,000万人。3,000万人であれば、当時の生活水準との関係で、すべてのものを自給自足できた。今の人口は1億3,000万人に近く、サステナブル（持続可能）かと言えば、その規模は日本だけで支えきれません。
海の向こうで考え出した概念で、「エコロジカルフットプリント」という言葉があります。地球を汚さず、資源を尽きさせずに一人当たりいくら使えるかという概念です。日本人は、一人当たりその２倍くらい、アメリカ人はもっと膨大に使っている。中長期的な問題はこれにどう対処するかですが、短期的な問題はこれを問題だと必ずしも理解していないこと。

突如、「エッ？」と理解するのは、石油の値段が上がったとき。原油の値段が上がれば、当然ガソリンの値段も上がりますから、燃料効率が悪い、しかも大きな車を乗り回しているアメリカ人にとっては経済的にバランスが崩れる。ある意味ショック療法ですが、そういう形でやることになるのか。あるいはもっと軟着陸するような方法に気がつくのか？それが解決されないと、地球を消費して、浪費するという問題は解決しない。
ものを作って使って、何も心配しなくて済んだ古き良き時代ではありません。例えば、日本の伝統的な木造住宅は、土と木と紙を使って、組み立て、古くなるとそのままでも土に還るというような材料でした。現在は、何十年たっても劣化しないプラスチックが多用されるので、そう単純ではない。それをどうするのか。
もう一つは自家用車の話です。車は相当なエネルギーを投入して、金属やプラスチックなどを使って作って、原油から採れるガソリンを使って走ります。多くの場合、一人で乗り回ります。たくさんの人間が乗るというわけではない。通勤用に使っている場合は、たいてい一人。平均でも１人に非常に近いところだと思います。
日本も経済成長のおかげで、運転免許をもっている人のほとんどが、運転しようと思えば出来るくらいの値段で、車を買えるようになりました。

物理的な理由で通勤に車を使わない人も結構いる。行き先に駐車場がなくて、車は使えないから公共交通機関を使うという、物理的に決まっている環境もあります。東京などはそうです。
佐賀は、ほぼ全員が通勤通学に使えるのではないかというくらいに、人口密度が低い。だから全員が使うということをしていいのか。
世界一の人口大国である中国が同じことを始めたらどうなるか。経済水準が上昇していき、みんなが自家用車を使うようになったらどうなるか。本当に買えるところまで経済レベルが上がるかは分かりませんが、すでに所有する人が増えている。北京でも大抵とんでもないところまで。これが他の都市まで広がっていったら、一体車は何台必要で、どのくらいのガソリンが必要なのだろうかということを考えると、はてどうだろう？とてもサステナブルでない、地球環境との係わり合いでいうと、無理ではないかと考えるしかない。
でも実際、そこに行かないためにどうすればいいかということを誰もまともに議論できていない。今自動車を作っているメーカーは、とにかく中国は巨大な市場という言い方をする。実際に走らせるガソリンのことまで本当に考えているというよりは、どちらかと言えば目先のことを考えている。でもそれでは済まないよということです。

それに対する一つの代替案が、コンパクトシティという考え方。国土交通省の言い方で「歩いて暮らせるまちづくり」という言葉がありますが、歩いて暮らす、あるいは自転車で移動できるということ。

私の勤めている大学がある浜松は、実は平たくて、車がないと実質的に暮らしていけない。私は授業に行くときにはホテルに泊って、駅から歩いて15分位で行けますので、大学まで歩いていきます。ほとんどの人は車か公共交通機関を使います。しかも公共交通機関のネットワークはうまく出来ていない。バスは駅に向かって集中していて、その間を結ぶ路線は成立していない。そうすると、使えるのであれば、通勤に車を使うという選択をしてしまう。
それと比べて、例えば佐賀市は、もともとの旧市街地、人口が比較的稠密なところは、せいぜい数キロ四方。徒歩と自転車でほぼカバーできる。

そういう意味で、佐賀はコンパクトシティという概念を、きちんと導入することができる町です。

郊外のハイパーマーケットか、それとも近所の小さな店舗やコンビニか。佐賀にも巨大なハイパーモールができて、色んなものが買えるようになった。近くのスーパーマーケットは非常に少なくなった。
でも、本当にそれでいいのか。車で移動できない人はどこで買えばいいのか。近くのスーパーが潰れてしまえば、ものを買うのも大変ということになる。

巨大なハイパーモール、巨大なスーパーマーケットを作って、お客さんを呼ぶためには、広大な駐車場を確保するしかありません。その土地は借りるわけです。借りて土地代を払う。お客さんは車で来て、無料で駐車場を使えますが、潜在的には駐車場代に相当する分を地主に払っているわけです。公共交通機関で来てくれる人は、その駐車料に相当する分を負担する必然性はない。でも実際には負担しているわけです。

そうすると、公共交通機関で来た人には、駐車料金の代わりに、買ったものを無料で宅配するという考え方だってあるわけです。
巨大なスーパーマーケットがなくてはならないと考えたときに、車を使う人と同等のサービスレベルを提供するという考え方です。

◆ユニバーサルデザイン再考
最初にユニバーサルデザインという概念をもう一度おさらいしたいと思います。

ユニバーサルデザインの「ユニバーサル」とは普遍的という意味です。「特別な」という意味ではない。「全ての人のため」、あるいは「全ての人のこと」を考えたデザイン、というのがユニバーサルデザインの意味合いです。

全てという場合に、利用者のことを考えれば、「年齢、性別、能力の如何に関わらず」という言い方になります。

「能力の如何に関わらず」の「能力」は英語でabilityと書きます。abilityが十分でないことをあらわす言葉はdisabilityといいますが、これを日本語に翻訳すると「障害」と訳されます。

「年齢、性別、能力の如何に関わらず」という表現が「年齢、性別、障害の有無に関わらず」という言葉に置き換えられる。これは本質的な間違いです。Abilitiesは、どの能力の段階でも支障なくというニュアンスです。「障害の有無」という表現をした瞬間、「障害がある、障害がない」という線が引かれる訳です。「能力の如何に関わらず」といえば、視力が1.2、1.0、0.5、0.03、どの視力でも大丈夫なようにという意味合いがあるわけです。「障害の有無に関わらず」と言った瞬間、視覚障害の有無という「公式」な認定の如何で線が引かれてしまう。
すると、健常者対障害者、私は健康で何も問題がない、あの人は問題があると二分してしまう。

でも、私が視力のことで言ったように、0.5～0.03というのは連続しています。連続でないというところで、間違っている。「全ての人」が、ある特定の人に置き換えられてしまう。「障害の有無に関わらず」ということを何の意識もせずに使ってしまう。

実は１月になって、岩波書店から広辞苑第６版が刊行されました。第５版までは載っていなかったユニバーサルデザインという言葉が取り入れられました。誠に残念なことに、「障害の有無にかかわらず」というこの表現を使っています。文句を言わなければならないけども、残念ながらそうなっている。間違いがますます広がる可能性があると考えています。

ただ、ユニバーサルデザインという概念が誕生した背景には、障害をもった人が社会から排除されていることの事実と切り離すことはできません。
◆ユニバーサルデザインの道のりと展開
全ての人を目指したデザインは、古くからデザイナーのイロハだったはずですが、問題が露呈した。特に第2次世界大戦後です。その頃に抗生物質、特にペニシリンが実用化されたためです。戦争での怪我は傷口が非常に汚れますので、感染症で亡くなることが当たり前でした。抗生物質ができて、実用化されたことで、戦争で怪我をした兵士が故郷に戻れるようになりました。
ところが、出兵前は階段を２段飛びしていたような建物がたくさんある。車イスや松葉杖では、その階段は行けない。通過できない障壁として出てくる。国のために、あるいは世界平和のために戦った兵士な訳ですから、これはおかしいという声が出てくる。
どうしなければいけないのかという議論の末に、アメリカではバリアフリー設計標準ができました。
1961年、ASA米国標準協会：American Standards AssociationA117.1ができたのが最初。今はANSIAmerican　National　Standards　Instituteという名前に変わっています。ASAは写真のフィルムの感度として残っています。フィルムはデジカメに変わっていますが、デジカメも感度を変えようとするとASA400相当とかいう形で出てきます。正に標準です。

これがすぐにヨーロッパに紹介されて、各国に影響を与えます。ただ、肝心なアメリカでは不幸なことに、1961年以降に国論を2分したベトナム戦争の影響で、この概念を受け入れるのに時間がかかる。
最終的には障害をもつアメリカ人に関する法律ADAが1990年に成立して、理念という武器ができて、翌年にガイドラインが出された。

しかし、ガイドラインが出てくると、ガイドラインに書かれていないことはやらない、お金がかかることはやらないということで苦労するようになる。

それをうまく人々に伝えて、あなたもこの概念で謳われていることの対象だよと説得するキーワードがユニバーサルデザインだった。要するに、障害をもっている人だけが得をするわけではないということです。

ADAだけで上手くいくとは思っていませんでしたから、実際にはデザイナーの頭の中を変えていく必要があった。
今まで健康な人のためにデザインして、障害のある人のためには別ルートという風にやっていた。それを間違いだと教えるためにはデザイナーを教えることから始めなければということで、デザイン系の大学の教育に取り込もうとした。

それが何年か続いて最初の成果物が「UD教育戦略」。これは十数箇所の大学等での実戦経験を本にした。本をまとめた人を日本に呼びました。日本ではみんながユニバーサルデザインに関心を持っていて、何とかしなければならないと思っている。それに感銘を受けて帰国した彼女が、1998年に国内の会議を国際会議に変えました。2000年もアメリカで開催しましたが、アメリカでは開催しにくい状況になったので、2002年は横浜で開催しました。

2004年はブラジルのリオデジャネイロで開催しました。本当はキューバで開催したかったのですが、アメリカはキューバと戦争状態に近いので、政府から補助金として出しているお金でキューバへ渡航する旅費その他に使われるのは一切ダメ。うまくいかなくてブラジルでやりました。南北問題、要するに先進国と途上国のギャップはユニバーサルデザインと切り離せないからです。
2006年の開催は京都。2002年の横浜の後、日本企業が中心になって設立したIAUDが主催しました。IAUDは2010年に日本開催を計画しています。今は静岡県と千葉県が手を上げていて、まもなく決まると聞いています。

なぜ日本でこんなに興味が持たれているかというと、高齢化、高齢化・・・。
日本の高齢化は、世界でまっしぐらに一番を走っている。これまでは他国の成功例さえ見ておけばよかったが、そうではなくなったわけです。これからは必死に考えなければいけないとなっている。

◆高齢社会とユニバーサルデザイン
65歳以上の占める人口割合をパーセンテージで書いています。縦軸は％、一番上は40％です。濃い青線が日本です。横軸の一番左が1950年、一番左が2050年、100年間の変化です。
ご覧のように、日本は1950年には5％でした。2050年には30％台になっている訳です。このデータは10年位前のものですが、5年毎の最新の推計では更に数値が高くなっている。2002年時の推計では35％を超えている。一番直近の統計では、40％を超えるともいわれています。35％で3人に1人です。40％で5人に2人。それで果たしてどうなるのかということです。
他の国を見るともっと緩やかです。いわゆるヨーロッパやアメリカは非常に緩やかです。日本と同じ急な立ち上がり、そしてかなり上までいくかもしれないのが、中国と韓国。一番下は人口大国インドですが、インドでさえ2050年には15％。7人に1人が65歳以上。2000年代には5％というのは20人に1人ですから、これが急に上がってきた訳です。
1970年に7％を超えた日本。1994年に14％を超えた。要するに倍になった。30年経たないうちに倍・倍になっているという凄い変化になっている。
高齢者だらけになったときに、高齢者を阻害しているようなデザインは一体どうなんだと、単純に考えて言える。
これは、国立社会保障人口問題研究所が出している各年齢層の人口に占める割合です。65歳以上の人口がこんなに、75歳以上でもこんなに上がると言われています。

それに対して子どもはこんなに減ってしまう。

65歳以上の高齢者よりも子どもが少ないというのは1990年代の半ばに逆転します。

75歳以上で見ても2020年にひっくり返ると推計されています。

さすがに75歳になると、どんなに元気でも、多少は歳の衰えの影響が出てしまいます。15歳から64歳がある程度の力仕事のできる年齢層と考えると、その割合が高度経済成長のときに向かって70％位に上がった。これが日本の経済活力の源泉だった。それが低下していく。下手をすると2050年にはその頃の半分になります。大昔、人口ピラミットと教わりましたが、1930年は正にピラミット型です。それが、ほぼ寸胴の、いやたまねぎ型になります。ひとつだけ言いますと、これが団塊の世代のピーク、これが団塊ジュニアのピークです。恐ろしいのは、団塊の世代は2025年になっても、実人口で若い世代より多いということ。だから人口ピラミッドという概念が当たり前だったときと比べると、まるで話が違う。
歳をとったら何が問題かというと、能力が落ちる。落ちない能力もありますが、物理的には力が劣る。視力が劣る、聴力が劣るということになります。
簡単に言うと、生まれたときには能力がゼロに近い、死ぬときにはゼロになる。

15歳から64歳は、力仕事ができるという意味で一応大人。通勤電車のもみくちゃ、あるいは持つものの重さなど、この年齢層を想定してものを作ってきてしまった。

能力が若干怪しくなるのが50代半ばとすると、「そろそろリタイアしたら？」と肩たたきに遭うのもその頃。
でも、我々の能力は連続的にゆっくり落ちる。定年とともに「はいさよなら」とガタっと落ちるわけでない。
65歳、75歳になっても、今までと同じように普通に暮らせる。それを支えるにはどうするか、といったら、誰のために作るかという想定水準を変えなければならない。これがそのギャップです。
◆ユニバーサルデザインの原則と「いいデザイン」
そのために、ユニバーサルデザインの7原則があります。
公平に使える、自由度が高い、使い方が簡単、情報がすぐに分かる、ミスや危険がない、無理な姿勢なしに楽に使える、アクセスしやすいスペース。

そういったものですが、デザイナーのチェックリストのようで少し難しい。

簡単に言えば、使う側から言えば、「いいデザイン」とまとめられる。

「いいデザイン」とは何なのか。

安全であること、アクセシブル、使い勝手がいい、お値段が手ごろ、環境に関する持続可能性、審美性。審美性は、私たちが毎日使うものは美しくなくてはということ。
バリアフリーで作られたといわれるものは、審美性が欠けていることがある。
医療機関で使う手すりをそのまま家に持ち込んで、とんでもないということがほんの前まではごく当たり前だった。これが審美性に欠けるということ。

この６つがカバーされていないと、いいデザインとは言えない。

安全、アクセシブル、使い勝手がいいというのはバリアフリーも同じですが、価格妥当性というのがユニバーサルデザインの本質です。
誰でも欲しいと思って、買えること。市場が答えを出すということ。売れなければどうしようもない。色々な所で、売れて、いいものをどのようにして作ればいいか悪戦苦闘しています。
安全は、もともと法律で規制されているのでイロハのイ。当たり前です。
アクセシビリティも、ハートビル法ができ、交通バリアフリー法、2006年に二法が合体して新バリアフリー法ができました。部分的には法規制ができて、できなければ駄目という条件が出てきました。
使い勝手は、最後は利用者ですから、私にとって一番いいものはどれかということになります。でも多くの人が納得しなければ、市場では売れない。ここまでカバーしなければユニバーサルデザインとは言えない。
持続可能性は、伝統的な木造住宅なら自然に土に戻りますが、そうではなくなってきたので、建設廃材リサイクル法のような法規制が出てきた。もっと強力な規制では炭素税。物を燃やして、二酸化炭素を出すのであれば、それに税金をかけるという概念が出て参りました。それが持続可能性の範疇に属します。
でもデザインとしては当たり前。どうやって作るのか。
私たちが普通にもつ生活製品は、個々人が持つ。それほど長持ちするわけでもない。だとすれば「私に一番いいものってどれだろう」と選ばないといけない。例えば、携帯電話は一番私に使いやすいものはどれか、ということになる。年齢が上になると、らくらくホンというような選択肢が比較的選ばれやすくなる。
ところが、ものの寿命が段々長くなってきて、国が税金を使って援助したりすると、勝手に選べば済むというわけにはいかないですね。例えば、ここはアバンセホールですが、「ここが使えない人はどこを使うのですか？」という議論になる。「県民の税金で作った建物、そこに入れない人がたくさん出ていいのですか？」ということになる。
多くの人にとって不都合は駄目というのが一番わかるのは高齢者です。少なくとも高齢者が使えない、使いにくいのは論外です。

お金を誰が出すか、寿命がどれくらいかを縦横軸にします。個人がお金を出す、その代わりに寿命が短いのが消費者製品、耐久消費財から住宅・まちづくり、というように左下から右上に並びます。

どこまでコミットするか。左側は選択肢が重要です。

今ユニバーサルデザインはどこまで来ているか？流行語なのか？そうではない。
高齢者の割合がどんどん増えるに伴い、提供する商品などが主流であり続けるにはユニバーサルデザインが必須です。

人口が高齢化すると、経済も縮小均衡ですから、それでもお金を出してもらいたいならば「払ってもいいよ」と思ってくれるものを出すしかない。

製品ではユニバーサルデザインを広告で前面に出すものが結構出てきました。
住宅では「高齢者住宅指針」や「住宅性能表示」において高齢者等への配慮が書かれていて、水準はこの辺がいいよと公式に謳われています。
建物では2002年のハートビル法改正時に義務化した部分があって、自治体の条例で上乗せ規制もできるようになって、かなり進みつつある。
まちづくりでは交通バリアフリー法と一緒に、交通ターミナルの部分を議論する必要があることから、重点整備地区という概念で議論することになった。

新しい動きとして、耐震偽造問題で倒れる住宅は困るので「住宅性能表示」で対応することになりましたが、これに連動して高齢者対応も明示されています。
交通バリアフリー法とハートビル法が合体したことで、家を出て目的地に行くまでの全経路がバリアフリーなのは理念として当然になった。今はどこが問題なのか議論しやすくなりました。
障害者自立支援法の導入では、理念としては障害者が自立できるようにということだった。

しかし、お財布の関係で締め付けがあったので、変えなければいけないという議論が進んでいます。

介護保険が導入されましたが、これもギクシャクしている。悪いことをして、お金を掠め取ろうという人もいる。
◆事例にみる「いいデザイン」
いいデザインは、簡単にいえば、みなさんがメリットを受けるもの。
温水洗浄便座、段差解消浴室、ロンドンタクシー、ICカード、自動ドア、エレベーター、レバーハンドル、携帯電話、ボールペン、色々あります。

昔だと、トイレはこういう風になっていて、バリアフリーデザインが人々の頭の中にあった頃。
女子トイレと男子トイレは階段で上がる。車イスはそのまま通路から入る。歳をとって足腰が不自由になった高齢者はどちらを使うのか。車イス専用という概念で考えると、このような問題になります。実際には街中に行くと、トイレだけでも気軽にご利用くださいというのも見られるようになりました。

これは見えにくさ。ある建物でみつけました。もともとデザイナーが用意したトイレのサインはこれですが、照明との関係で非常に見えにくい。仕方がないからこんな巨大なサインをつけた。デザイナーがやりたい放題にするとこれしかやらない。でも、ユーザーから突き上げられるので加えざるを得ない。
これはアメリカの空港関係のトイレですが、通路からの入口にはドアがありませんが、直接見えない。日本も前はドアを付けていましたが、最近はだんだんと使わないようになりました。

だれでもお使いくださいという、いわゆる「みんなのトイレ」も増えてきました。小さい手洗いがついている。オムツ替えのベッド、もっとシンプルになると、洗面台を大きく作って、ここを使ってくれという方法。なるほど、余分なものを入れなくても、そういう発想もある。
これはオストメイト。内臓の病気で手術したために、パウチに便を溜めなければならない。外出するときは困難だったのですが、最近では汚物流しが増えてきました。オストメイト対応といいますが、それが用意されている。ベビーキープも。
あるところで見た少し大きめのトイレ。扉が大きくなっていますので、車イスでも腕の強い人なら入れるかな。扉が内開きだから駄目か。これは昔の和風便器ですね。

温水洗浄便座と手すりが着いて、この時代は右側にボックスが着いていて、手すりがついていて、この時代は右勝手しかありませんでしたが、ホテルのようにロット数を多く注文するところは、左側のものも用意されていた。
最近はもっと進んでいて、赤外線センサーのリモコンですから、右左がなくなった。これはちょっと車イスの人がつかえるかということでやったのですが。

住宅の中の浴室への段差。板の間から脱衣場に行くのに段差があって、そこからまた洗い場へ行くのにまた段差があって、というのがシルバーハウジング、高齢者専用住宅の20年以上前の姿。それはやはり平らにしなければならないのだろうということで、これは改修ですが、水が飛び出ないようにかなり幅の広い溝を用意している。

これは新築用に用意されたもので、10年前はこんな感じ。溝の幅もひろい。オーバーフローしても脱衣室にお湯がいかないように。今どきはこのようにほとんど無くなっている。水が一気に押し寄せることはないので、これで大丈夫なのです。
これは県内の公営住宅の台所です。かなり使いやすくなりつつありますが、座って作業したいというニーズに応えられるキッチンキャビネットは用意していない。

これは水栓のデザインですが、シングルレバー、水量と温度を片手で調整できるのがいい。
これはデンマークの例。
これは家の外側で、敷地の外に駐車場を用意します。足腰がよければ問題ないのですが、入口の門扉に階段が3段、玄関前のポーチに１～２段あります。ベビーカーで帰ってきたお母さんは、この段を一体どうするのか。実際はこういったデザインはものすごく多いですけど、それは違うでしょう、駐車場からすんなり厳寒まで行けるようにすべきでしょうということです。

これは数日前に写真を撮った例。犬走といって、こうやって段をつけてやるのが格式のある建物といわれる。実はアメリカのANSI標準で皆さん困ったのも、こういったところ。

これに対して全く平らにするのが最近です。一段だけカバーできていない。但し他の通路が用意されている。これはある佐賀市内のある建物で、段差を削りました。入れるようにしましたが、これで毛躓く人が結構でたので、コーンを置いてある。
これは佐賀市内の商業施設です。車イスでここから入れるようにしている。こちらが自動ドア、こちら側が手動です。

これはある高校の例。作ったときは全く意識してなくて段があった。後で車椅子のルートをつけた。
これはエレベーター。実は去年の春に完成した浜松市の図書館ですが、頭ぶつけるぞということで問題のある階段デザイン。この見過ごしはデザイン上の問題です。

もっとひどいデザインはこれです。エレベーターホールでエレベーターを使わずに2階の事務局から降りるとき、こちらはカーペットが敷いてありますが、このエレベーターホールの床と階段の床が同じで段差が見えない。多くの人が踏みはずすというので、小さいカーペットを敷きましたが、それでも間に合わないことで段々大きいものに変えられていました。20年近く経ったら、ついに全面改修。よく見ると分かります。

なるべく平らの方がいいけど、駄目なこともあるよねというのが街中で、坂があります。こんな急なところ。こういう所では車イスでは登れない。自然の地形ではこういうこともありますが、これはもう仕方がないから我慢ということになります。

段差をなるべくなくしたいということで、分かるように縦溝にしている。浜松市はこれを横溝にした。東京銀座は段差なしになっています。
それから、車が住宅街をうろうろするのがいやだということで、一方通行にしてしまった。普通ですと車の両側通行ですが、歩道を確保してというと、一方通行。車であれば遠回りしてもいいでしょう？ということ。私はこれをやるべきだと言っているのですが、たまたま浜松市できちんとやられた。

これは商店街の車道で、速度を上げて走るところではないよということで、路面がタイルになっています。人と車が一緒だから、車が譲るという考え方。

子どもに荷物を引かせるときにも、段があったら持ち上げなければならない。ありとあらゆるところがバリアフリーになりつつあるおかげで、スーツケースを引っ張って歩いている人も山ほどいます。気をつけないと足にぶつかることもありますが、平らになるのはいいこと。この写真のようにシニアのためのバギーを使って外出する人にとってもいいことです。
これは駅の階段・エスカレーター・エレベーターのセット。後付けのエレベーターですと、（建物の構造的な問題などもあって）なかなか大きくならないので苦労する。

これは佐賀駅にある斜行エレベーター。ものすごくのろいです。しかし、このおかげで、車イスの人が自分で移動できるようになった。それまでは、駅員さんにエスカレーターを止めてもらわなければならなかった。
これは垂直の昇る普通のエレベーター。

普通の車両ですと段がついていますが、本来あるべきは平らです。
これは新型の路面電車。たぶん熊本です。これはノンステップバス。これは新しいもので浜松の街中を走っています。
これは佐賀で見つけた、公共交通機関を使いましょうということで、水曜日ノーカーデー、現金でお支払いの方に限り半額。免許証をもっているけど、バスにのってくれる人は半額。免許証を持っていない人はそのまま。なかなか面白い発想です。
これはショップライダーと言って、かなり大きなスーパーマーケットでものを買うときに、長時間買い歩くためのもの。これを使って物を買って、車で運転して来ていない人には宅急便で配っていただいたらいい、というのが私の主張。

いうなれば地球環境にやさしいということになりますし、利用者の能力に応じてサービスをするということとセットになります。

これがロンドンタクシーです。

これはアメリカのデトロイト空港ですが、ものすごく巨大になったので、ここに電車が走っています。電車と歩きと所々に動く歩道がついています。お好きなやり方でということです。これが電車の中から外にということで、平らになっています。

これが男坂、女坂。

携帯電話。左側が第1世代です。白黒液晶で、iモードはなし。右が第2世代で、私も持っているのですが、カラー液晶でiモードあり。左側のときは小さく軽くという大競争の時代だったので、市場的には失敗でした。値段が下がらず誰も買わない。第2世代では小さくすることは、意味がなくなったわけです。液晶は大きいほうがいい。最近のワンセグの携帯はもっと大きいですよね。これで比較競争力をつけました。その後のらくらくホンはそれなりの地位を築いています。
これは一月ほど前に行ったアメリカで見つけました。実はダイアルホンではなくて、プッシュホンです。大きい数字が書いてありまして、回す代わりに押すという、なかなか凝った骨董品風の電話です。

ボールペン。昔のボールペンは鉛筆と同じで硬かったのですが、今はお店に行くとだいたいラバーがついていて、すべりにくいボールペンが一本100円で買える。でも滑らないだけでは指が痛くなるわけですが、左側のは柔らかくなっていて変形するんです。この写真のものはアメリカ製のもので1万円くらいするわけです。今、日本のメーカーでも同じような樹脂を使って数百円で手に入る。ボールペンだけではなくて、シャープペンシルもあります。たまたま持っているのは赤、黒、そして鉛筆なので、便利です。

実は大学の入試でこれを使っている学生も結構多いのです。指に負担をかけないというのは、それなりの便利さがあるということです。

◆デザインのあるべき姿
デザインされたものはどういう形であるべきかというと、この絵です。高齢化が進むと、ごく普通のものがUDになっていなければならない。
でもそれだけでは全てが解決しないわけです。どうしても必要な場合には、変えることも考える。たまたま、このコンピューターはブックコンピューターです。普通のキーボードと比べてないものは何か。テンキーがない。数値データを入れたいときにはテンキーが圧倒的に速い。どうするか。USBのテンキーがあるでしょ？それを差し込めばいいでしょ？というのが改変・付加という考え方です。
でも、それでも全部終わらないことがある。キーボードをたたけないという人は、技術による自立支援が必要。それは、音声入力ということもある。それがあって初めて使えない人をできるだけゼロにする、ほぼ100％に近づけるという考え方ができるということです。これで終わります。
